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ඪ४޻ࢪ๏
ガラスのߏ法（施工方法）には「不定ܗシーϦングߏࡐ法」「グレΠδングガスέοτߏ法」などがあります。ͦ れͧれのߏ法にԠじて+"44-1�
（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・ガラス工事）に規定された方法で施工してください。

˔ෆఆܗγʔϦϯάߏࡐ๏
ɹガラスをサοシにはめࠐみ、ガラスとサοシの໘ΫϦΞランス෦෼に஄性シーϦングࡐをॆరしてݻ定する施工方法。

1.�໢ೖガラス、ෳ૚ガラス、合わせガラスなどのガラスখޱは௕ؒظ、ਫに઀しているとྼԽがૣまりますので、サοシߔ಺にೖったਫを଎や
かにഉग़するため、サοシԼ࿮に௚ܘП�mmҎ （্ਪ঑௚ܘП�mm）のਫൈき݀を̏かॴҎ্設けてください。

2.�ηοςΟングϒロοΫはߗ度�0 ʙ˃ 90 の˃&P%.-4（耐シϦίーンタΠプ）を̎ݸ使用してください。ガラスのࣗॏでมܗしないように、
࣍のੇ法のものとしてください。
௕さɿ2�ʷ"mmҎ （্ただし、最খੇ法�0mmҎ্）
̖ɹɿガラス໘積（ᶷ）
෯ɹɿガラス૯ްʴ�mmҎ্
ްさɿ̑ ʙ12mmఔ度

�.�シーϦングࡐは+*4�"�����（建築用シーϦングࡐ）に適合するものをご使用ください。シϦίーンܥの஄性シーϦングࡐがҰൠతです。
ただし、合わせガラスの৔合は、தؒບ΁の影ڹが少ない୤ΞルίールタΠプのシϦίーンܥ஄性シーϦングࡐをご使用ください。

�.�όοΫΞοプࡐはൃ๐ϙϦΤνレンなど、やわらかいࡐ料をご使用ください。
�.�防Ր設උ、特定防Ր設උには、シーϦングࡐ、όοΫΞοプࡐともに認定に適合したࡐ料をご使用ください。
�.�ΫϦΞランス、かかり代などのੇ法は+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・ガラス工事）に規定されたੇ法を最খ値としてく
ださい。P.1�2参照
ただし、合わせෳ૚ガラスの৔合は、合わせガラスを૯ްとಉじްさの୯板ガラスとみなして൑அしてください。
また、ෳ૚ガラスのかかり代は、（ࣨ֎ଆガラスの૯ް）ɹ ̕mmҎ্としてください。

�.�サοシߔのఈ໘がϑラοτでないサοシの৔合、ガラスが不ۉ౳な࣋ࢧにならないよう、ܗঢ়に合わせたスϖーサーなどを使用してηο
ςΟングϒロοΫを設定してください。
また、ͦ の際にਫൈき݀やഉਫܦ࿏を࠹がないようにご注意ください。

●施工図
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排水可能な寸法を
確保してください。
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ඪ४޻ࢪ๏

˔άϨイδϯάΨεέοτߏ๏
ɹグレΠδングνϟンωルまたはグレΠδングϏーυといった定ܗシーϦングࡐをガラスとサοシのۭܺにૠೖ、૷ணさせてݻ定する施工方法。

1.�グレΠδングガスέοτは+*4�"�����（建築用ガスέοτ）に適合したものをご使用ください。
2.�ΫϦΞランス、かかり代などのੇ法は+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・ガラス工事）およびに規定されたੇ法を最খ値と
してください。P.1��参照
および、板঳ڠࢠձ・（Ұࣾ）೔本サοシڠձで定めた「ෳ૚ガラス・୯板ガラスとサοシのऔ合いに関するج༷࢓४とղઆ」に४ئڌいます。

�.�防Ր設උなどには、認定に適合したグレΠδングガスέοτであるかどうかをे෼に確認してください。
�.�ෳ૚ガラスの৔合には、グレνϟン෇ෳ૚ガラス「Ϛンション用ϖΞϚルν(」「ϖΞϚルν(」をご使用ください。
➳૊ࢠ֨ࢠ෇の૭にはサοシϝーカーのઐ用グレνϟンをご使用ください。
➴グレνϟンはथࢷ製のためܦ೥ྼԽによりएׯऩॖします。ͦ のため઀合෦෼にܺؒがੜじることがありますのでご了承ください。
➵ϖΞϚルν(を௚射೔光の౰たる৔ॴに௕࣌ؒ์ஔすると、グレνϟンがऩॖすることがあります。施工લに保؅する৔合は௚射೔光を
ආけ、風௨しのよい԰಺に保؅してください。
˞ϖΞϚルν(はグレνϟンのมܗを防止するために、製品ಉ࢜のؒにઐ用の؇িࡐをૠೖしています。施工するまで、ͦ の؇িࡐをご使
用ください。
➶ӡൖ࣌、グレνϟンだけを௫んでガラスを௻りԼ͛ないでください。
➷ϖΞϚルν(はਫີ性、ີؾ性を確保するため、グレνϟンをガラスに઀ணしてग़ՙしています。ͦ のため、グレνϟンが破損すると補म
はできませんので、औりѻいにはे෼ご注意ください。
➸ϖΞϚルν(のグレνϟン୯ମでのग़ՙはしておりませんのでご了承ください。
➹グレνϟンແしのϖΞϚルνシϦーζをൃ注ޙ、ϖΞϚルν(（グレνϟン෇）΁の༷࢓มߋはガラス੾அੇ法がมわるためରԠできません。
➺ϖΞϚルν(をൃ注ޙ、グレνϟンの品छによっては、タΠプ・色・ܗঢ়などの༷࢓มߋができませんのでご注意ください。
➻ϖΞϚルν̜をご使用されない৔合は、ਫൈき、およびס૩のため、ఈ෦にՄ能なݶりେきく݀あけしたものをご使用ください。
注）'*9૭などͦのଞの施工法を使用する際は、+*4�"���0ٴ�び+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�൪・ガラス工事）をご
参照ください。なお、ηοςΟングϒロοΫの࣭ࡐはෳ૚ガラスの෧ண෦、合わせガラスのதؒບにѱ影ڹを༩えないようにྑ࣭のものを
選定してください。

ͷ͝஫ҙ্޻ࢪ˔
ੇ、法にかかわらず+*4�"���0�（サοシ）に適合しߏ�.1 法ਫ਼度がߴく、߶性のあるサοシをご使用ください。
2.�໢ೖガラスは、サοシ಺෦にਫがਁೖするとガラスখޱの໢がࡺびて強度௿ԼのݪҼとなります。໢ೖガラスをご使用の৔合はԼਤのよう
にΤοδ処理ࡐで防ࡺ処理をしてください。Թਫプールやཋࣨ、ԹࣨなどのτοプラΠτに使用する৔合は、ҰൠのΤοδ処理ࡐよりもϋ
Πレϕルな防ࡺ処理をおקめします。ৄ しくはP.12をご参照ください。

�.�施工લのガラスは௚射೔光をආけ、風௨しのよいࣨ಺に保؅してください。やΉなく԰֎
にԾஔきする৔合は、熱割れを防止するために、௚射೔光をආけるાஔをߨじてください。
特に໢ೖガラスでߏ੒されたෳ૚ガラスやਅۭガラスには注意が必ཁです。
˞௕ظ保؅の৔合はӈਤのようなঢ়ଶで԰಺に保؅してください。

●施工図
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ਅۭガラス੡඼のඪ४޻ࢪ๏ʢෳ૚ਅۭガラスɺ߹ΘͤਅۭガラスをؚΉʣ
ਅۭガラスのඪ४施工方法はシーϦングによる施工とઐ用グレνϟンによる施工のೋ௨りあります。サοシは+*4�"���0�（サοシ）に適合す
るਫൈきߏػをඋえたものをご使用ください。

˔γʔϦϯά޻ࢪ

1.�ガラスখޱが௕ؒظ、ਫに઀しているとਅۭガラスの෧ண෦のྼԽがૣまりますので、サοシߔ಺にೖったਫを଎やかにഉग़するため、
サοシԼ࿮に௚ܘП�mmҎ （্ਪ঑௚ܘП�mm）のਫൈき݀を̏かॴҎ্設けてください。

2.�ηοςΟングϒロοΫはߗ度�0 ʙ˃ 90 の˃&P%.-4（耐シϦίーンタΠプ）を2ݸ使用してください。ガラスのࣗॏでมܗしないように、
࣍のੇ法のものとしてください。
௕さɿ�0ʷ"mmҎ （্ただし、最খੇ法�0mmҎ্）
̖ɹɿガラス໘積（ᶷ）
෯ɹɿガラス૯ްʴ�mmҎ্
ްさɿ�ʙ12mmఔ度で、サοシのஅ໘に合ったްさ

�.�Մಈ૭のোࢠサοシに施工する際には、サοシにԠじたΤοδスϖーサーを必ཁなҐஔにηοτしてください。
�.�シーϦングࡐは+*4�"�����（建築用シーϦングࡐ）に適合するものをご使用ください。シϦίーンܥの஄性シーϦングࡐがҰൠతです。
ただし、合わせਅۭガラス（「スϖーシΞ੩」など）の৔合は、தؒບ΁の影ڹが少ない୤ΞルίールタΠプのシϦίーンܥ஄性シーϦングࡐ
をご使用ください。

�.�όοΫΞοプࡐはൃ๐ϙϦΤνレンなど、やわらかいࡐ料をご使用ください。
�.�防Ր設උには、シーϦングࡐ、όοΫΞοプࡐともに認定に適合したࡐ料をご使用ください。
�.�ਅۭガラスのΫϦΞランス、かかり代などのੇ法はԼ表の਺値を最খ値としてください。+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・
ガラス工事）に規定されたਅۭガラスの૯ްとಉじϑローτ板ガラスの਺値とಉ౳です。

�.�ෳ૚ਅۭガラス「スϖーシΞ21」のΫϦΞランス、かかり代などのੇ法は、+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・ガラス工事）
に規定されたෳ૚ガラスのੇ法を最খ値としてください。ਅۭガラスはͦの૯ްとಉじ୯板ガラスとして൑அしてください。P.1�2参照
ただし、ෳ૚ਅۭガラスのかかり代は、（ࣨ֎ଆガラスの૯ް）ɹ 9mmҎ্としてください。

9.�Մサοシߔのఈ໘がϑラοτでないサοシの৔合、ガラスが不ۉ౳な࣋ࢧにならないよう、ܗঢ়に合わせたスϖーサーなどを使用してηο
ςΟングϒロοΫを設定してください。
また、ͦ の際にਫൈき݀やഉਫܦ࿏を࠹がないようにご注意ください。

10.�合わせਅۭガラス（「スϖーシΞ੩」など）のΫϦΞランス、かかり代などのੇ法は、+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・
ガラス工事）に規定された合わせガラスのੇ法を最খ値としてください。ਅۭガラスはͦの૯ްとಉじ୯板ガラスとして൑அしてくださ
い。P.1�2参照
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ਅۭガラス੡඼のඪ४޻ࢪ๏ʢෳ૚ਅۭガラスɺ߹ΘͤਅۭガラスをؚΉʣ

˔ઐ༻άϨνϟϯʹΑΔ޻ࢪ

1.�サοシのߔ෯および必ཁな耐風圧性能、ਫີ性能に適合したઐ用グレνϟンを使用してください。ઐ用グレνϟンが使用できない৔合は
シーϦング施工をߦってください。

2.�合わせਅۭガラス（「スϖーシΞ੩」など）は、グレνϟンがதؒບにѱ影ڹを༩えるՄ能性がありますので、グレνϟンによる施工はせず、
シーϦング施工としてください。

�.�ガラスখޱが௕ؒظ、ਫに઀しているとਅۭガラスの෧ண෦のྼԽがૣまりますので、サοシߔ಺にೖったਫを଎やかにഉग़するため、
サοシԼ࿮に௚ܘП�mmҎ （্ਪ঑௚ܘП�mm）のਫൈき݀を�かॴҎ্設けてください。

�.�Ϗル用1�ʙ1�mmઐ用グレνϟンの৔合は、シール施工とಉ༷にηοςΟングϒロοΫおよびΤοδスϖーサーを設ஔしてください。設
ஔに際しては、グレνϟンఈ໘にܺؒがੜじないようにしてください。

�.�ෳ૚ガラスサοシに施工をする際には、̙ を「グレνϟンܕスϖーシΞ、スϖーシΞΫール、スーパースϖーシΞઐ用̙」�グレνϟン（P.2ܕ
参照ください。

�.�ෳ૚ਅۭガラス「スϖーシΞ21」はϖΞϚルν （̜P.�1「ϖΞϚルν̜」）をご利用いただけます。

˔専用グレνϟン޻ࢪਤ（୯板ガラス用サッシの場合）
住୐用9NN専用グレνϟン

෩ѹ：4-2（12001B）Ҏ下
ਫ ：ີW-3（2501B）Ҏ下

12NN

ビル用11～15NN専用グレνϟン

17NN

ビル用13～15NN専用グレνϟン
ガラス ：ް10ϛリ用

17NN

෩ѹ：4-4（20001B）Ҏ下
ਫ ：ີW-5（5001B）Ҏ下

෩ѹ：4-4（20001B）Ҏ下
ਫ ：ີW-5（5001B）Ҏ下

ビル用13～15NN専用グレνϟン
ガラス ：ް��2ϛリ用

෩ѹ：4-4（20001B）Ҏ下
ਫ ：ີW-5（5001B）Ҏ下

17NN

Χラーల開にͭいては下දをごࢀরください。
ରԠする

ガラスްݺ
6�2ϛリ
6�2ϛリ
��2ϛリ
10ϛリ

๷Ր

ʷ
ʷ
ʷ
˓

෩ѹ

42（12001B）Ҏ下
44（20001B）Ҏ下
44（20001B）Ҏ下
42（12001B）Ҏ下

ਫີ

W3（2501B）Ҏ下
W5（5001B）Ҏ下
W5（5001B）Ҏ下
W3（2501B）Ҏ下

グレνϟンछྨ

住୐9ᶱߔ෯用
ビル11ᶱ～15ᶱߔ෯用
ビル13ᶱ～15ᶱߔ෯用
ビル13ᶱ～15ᶱߔ෯用

Χラーల開

ϒラック、ホϫイト、ϒロンζ、グレー
ϒラック、ホϫイト、ϒロンζ、グレー

ϒラック、グレー
ϒラック、ϒロンζ、グレー
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൘ガラスのඪ४޻ࢪʢ+"44���ʣ
࣍表は+"44-1�（೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४༷࢓ॻ1�・ガラス工事、200�೥12݄1೔ୈ�൛）よりҾ用したࡾ方ԡԑの৔合によるΫϦΞランス・かかりし
Ζの਺値です。
˞Ұ方ԡԑ・ೋ方ԡԑの৔合は、施工࣌に板ガラスのやりฦしが必ཁとなりますので、ۀ࡞性をྀߟのうえ、別్ੇ法をご検討ください。

材　　　　　種
●不定形シーリング材構法の納まり寸法標準

形　　　　　態

上　　部　　縦　　断　　面

左　右　部　断　面　図

下　　部　　縦　　断　　面

寸 　 法 　 表 　 現

種　    　類 呼び厚さ（ミリ）

弾性シーリング材
サッシ固定部 サッシ可動部標準的なカーテンウォール

溝　

部　

断　

面

縦　

断　

面

横　

断　

面

縦　

断　

面

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

か
か
り
代

エッジクリアランスb

b1 b2 b3a c

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

か
か
り
代

エッジクリアランスb

b1 b2 b3a c

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

か
か
り
代

エッジクリアランスb

b1 b2 b3a c

※JASSに記載がないため当社の推奨値です。

b1
c

a a

a

a

a

a

c cb2 b2

a a

c
b3

a a

c
b1

a a

c
b1

a

c
b3

a

a

a

c b2

a a

b3
c

a

c b2

a

透　明　板　ガ　ラ　ス
（フロート板ガラス）         

型　板　ガ　ラ　ス

網入、線入磨板ガラス

網入、線入型板ガラス

熱線吸収板ガラス

熱 線 反 射 ガ ラ ス

高性能熱線反射ガラス

倍　強　度　ガ　ラ　ス

強　化　ガ　ラ　ス

4
6
8
10
4
6
8
10
4
6
8
10
3
3
4
6
8
10
－
－

7
8
8
10
7
8
8
10
7
8
8
10
7
7
7
8
8
10
－
－

10
10
12
14
10
10
10
12
10
10
12
14
10
10
10
10
12
14
－
－

7
8
8
10
7
8
8
10
7
8
8
10
7
7
7
8
8
10
10
15

10
10
12
14
10
10
10
12
10
10
12
14
10
10
10
10
12
14
18
22

5
5
5
6
5
5
5
6
7
10
10
14
7
7
7
10
10
14
－
－

4
6
8
10
4
6
8
10
4
6
8
10
3
3
4
6
8
10
－
－

5
5
5
6
5
5
5
6

7
10
10
14
7
7
7
10
10
14
14
14

6
8
10
12
6
8
10
12
6
8
10
12
5
5
6
8
10
12
15
15

6
8
10
12
6
8
10
12
6
8
10
12
5
5
6
8
10
12
15
15

 6
8
10
12
6
8
10
12
6
8
10
12
6
6
6
8
10
12
15
15

6
9
10
12
6
9
10
12
7
9
10
12
7
7
7
9
10
12
15
15

7
8
8
10
7
8
8
10
7
8
8
10
7
7
7
8
8
10
10
15

10
10
12
14
10
10
10
12
10
10
12
14
10
10
10
10
12
14
18
22

5
5
5
6
5
5
5
6
7
10
10
14
7
7
7
10
10
14
14
14

   6
   8
 10
 12
   6
   8
 10
 12
   6
   8
 10
 12
   4
   5
   6
   8
 10
 12
 15
 19※

5
5
5
5
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6

5
6
8
10
12
15
19
5
6
7
10
7
5
6
8
10
12

10
10
10
12
14
18
22
10
10
10
12
10
10
10
10
10
12

5
5
5
5
6
－
－
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6

3
4
6
8
10
－
－
3
4
5
8
5
3
4
6
8
10

  

10
10
10
12
14
－
－
10
10
10
12
10
10
10
10
10
12

10
10
10
12
14
18
22
10
10
10
12
10
10
10
10
10
12

6
6
9
10
12
15
19
6
6
9
10
9
6
6
9
10
12

 16
 18
 10
 12
 15
 19
 14
 16
 16.8
 10
 16.8
   5
 16
 18
 10
 12

6
6
8
10
12
15
19
6
6
7
10
7
6
6
8
10
12

7
7
8
8
10
10
12
7
7
7
8
7
7
7
8
8
10

5
6
8
10
12
15
19
5
6
7
10
7
5
6
8
10
12

7
7
8
8
10
10
12
7
7
7
8
7
7
7
8
8
10

3
4
6
8

  10    
－  
－  
3
4
5
8
5
3
4
6
8
10  

7
7
8
8
10
－
－
7
7
7
8
7
7
7
8
8
10

5
5
5
5
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6

3,4,5
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ス
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ス
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材　　　　　種
形　　　　　態

上　　部　　縦　　断　　面

左　右　部　断　面　図

下　　部　　縦　　断　　面

寸　法　表　現
種　　類

注）熱線反射ガラス、高性能熱線反射ガラス、および熱線吸収熱線反射ガラスについては、映像調整を要求される場合は、別途検討が必要です。

ガラスの構成（ミリ）

弾 性 シ ー リ ン グ 材

サッシ固定部 サッシ可動部標準的なカーテンウォール

溝　

部　

断　

面

縦　

断　

面

横　

断　

面

縦　

断　

面

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a

か
か
り
代
c

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a

か
か
り
代
c

か
か
り
代

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a c

材　　　　　種
形　　　　　態
寸　法　表　現

種   類  呼び厚さ（ミリ）

弾 性 シ ー リ ン グ 材
サッシ固定部 サッシ可動部標準的なカーテンウォール

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a

か
か
り
代
c

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a

か
か
り
代
c

か
か
り
代

エッジクリアランスb

b1 b2 b3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

a c

a a

c

b1

a

c
b1

a

a

a

c b2

a

a

c cb2 b2 b2c

a

a

c
b3

a a
a a

c
b3

a a

c

b3

c

b1

a a

複層ガラス

網入・線入板ガラスの
組み合わせの場合

  6+A+  6
  8+A+  8
10+A+10
12+A+12
  6+A+6.8
  8+A+6.8
  8+A+10
10+A+10
12+A+10

5
7
7
7
5
7
7
7
7

6
8
8
8
6
8
8
8
8

5
8
8
8
5
8
8
8
8

7
8
8
8
7
8
8
8
8

15
17
19
21
15
15
19
19
21

5
7
7
7
5
7
7
7
7

6
6
6
6
6
6
6
6
6

5
6
6
6
5
6
6
6
6

5
7
7
7
5
7
7
7
7

3
5
5
5
3
5
5
5
5

3
4
4
4
3
4
4
4
4

7
7
7
7
7
7
7
7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7

15
17
19
21
15
15
19
19
21

15
17
19
21
15
15
19
19
21

  6（3+3）
  8（4+4）
10（5+5）
12（6+6）
16（8+8）
20（10+10）
24（12+12）
18（5+3）
10（5+5）
12（6+6）
16（8+8）
20（10+10）
24（12+12）
11.8（6.8+5）
12.8（6.8+6）
14.8（6.8+8）
18（10+8）
20（10+10）

7
8
8
11
11
11
11
8
8
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11

7
8
10
12
16
20
24
8
10
12
16
20
24
12
13
15
18
20
22

6
8
10
12
16
20
24
8
10
12
16
20
24
12
13
15
18
20
22

7
8
8
10
10
12
12
8
8
10
10
12
12
10
10
10
12
12
12

10
10
12
14
20
24
29
10
10
12
16
20
24
15
16
18
22
24
27

7
8
8
11
11
11
11
8
8
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11

6
8
10
12
16
20
24
8
10
12
16
20
24
12
13
15
18
20
22

6
8
10
12
16
20
24
8
10
12
16
20
24
12
13
15
18
20
22

7
8
8
10
10
12
12
8
8
10
10
12
12
10
10
10
12
12
12

10
10
12
14
20
24
29
10
10
12
16
20
24
15
16
18
22
24
27

7
8
8
11
－
－
－
8
8
11
－
－
－
11
－
－
－
－
－

4
6
8
10
－
－
－
6
8
10
－
－
－
12
－
－
－
－
－

4
6
8
10
－
－
－
6
8
10
－
－
－
12
－
－
－
－
－

7
8
8
10
－
－
－
8
8
10
－
－
－
10
－
－
－
－
－

10
10
12
14
－
－
－
10
10
12
－
－
－
15
－
－
－
－
－

透明合わせガラス
熱線反射合わせガラス

網入、線入合わせガラス

熱線吸収合わせガラス

合　

わ　

せ　

ガ　

ラ　

ス

22（10+12）

൘ガラスのඪ४޻ࢪʢ+"44���ʣ
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छ　　　　　ࡐ

˔άϨイδϯάΨεέοτߏ๏ͷೲ·Γੇ๏ඪ४

ଶ　　　　　ܗ

上　　部　　ॎ　　断　　面

ӈ　部　断　面　ਤ　ࠨ

下　　部　　ॎ　　断　　面

グレイジングビード
サッシՄ動部 サッシݻ定部

そのଞのガスέット
サッシՄ動部

グレイジングνϟンωル

溝　

部　

断　

面

縦　

断　

面

横　

断　

面

縦　

断　

面

B

C3

D

B

B B

C1

D

B

B

C2D

B
B B

D
C1

B

B

C2D

B

D
C3

B

D

C1

B

B

B

D C2

B

D

C3

B

ੇ　๏　ද　現
छ　　ྨ びްさ（ϛリ）ݺ

ΤッジクリアランスC

C1 C2 C3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

B

か
か
り
代
D

ΤッジクリアランスC

C1 C2 C3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

B

か
か
り
代
D

ΤッジクリアランスC

C1 C2 C3

面
ク
リ
ア

ラ
ン
ス

B

か
か
り
代
D

・ްさ 6�� ϛリҎ下のࡐྉ板ガラスを用いるෳ૚ガラスをグレイジングビードߏ๏、グレイジングνϟンωルߏ๏で࢖用するࡍのೲまりੇ๏ඪ४にͭいては、「J*4 R 3209 -199� に
定されるෳ૚ガラスとن   J*4 " 4706 - 1993 にن定されるサッシの取り合いੇ๏などに関する࢓様ج४とղ説」（ฏ成 16 年 7 月 板硝子ڠձ、（ࣾ）日本サッシڠձ）によります。
  ෳ૚ガラスにグレイジングνϟンωルߏ๏を用いる場合は、ഉਫに有ޮな޸明きグレイジングνϟンωル（上هの「࢓様ج४とղ説」をࢀরしてください）をඞͣご࢖用ください。

部

ಁ　明　板　ガ　ラ　ス
（フロート板ガラス）

板　ガ　ラ　ス　ܕ

໢ೖ、線ೖຏ板ガラス

໢ೖ、線ೖܕ板ガラス

熱 線 ٵ ऩ 板 ガ ラ ス

ෳ ૚ ガ ラ スˎ

໢ೖ・線ೖ板ガラス࢖用
の૊Έ合Θせ

ˎ製品によってはߏ成される
  ガラス૊Έ合Θせができな
   い場合があります。

 
 6
 �

 10
 12
 15
 19
 4
 6
 

 10
 

 5
 6
 �

 10
 12

2
2
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
2
2

ʵ

2
2
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ
4
3
3
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ
4
3
3
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ
4
3
3
ʵ
ʵ
ʵ

4
6
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
6
6

ʵ

4
6
ʵ
ʵ
ʵ

2
2
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
2
2

ʵ

2
2
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ
4
3
3
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ
4
3
3
ʵ
ʵ
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
3
3
4
ʵ

3
3
ʵ
ʵ
ʵ

4
6
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
6
6

ʵ

4
6
ʵ
ʵ
ʵ

5
5
5
5
6
6
6
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6

3
4
5

3�"�3
4�"�4
5�"�5
6�"�6
3�"�6��
5�"�6��
6�"�6��

2
2
2
2
2
2
2

5
6
�

10
12
15
19
5
6
7

10
7
5
6
�

10
12

5
6
�

10
12
15
19
5
6
7

10
7
5
6
�

10
12

7
7
�
�

10
10
12
7
7
7
�
7
7
7
�
�

10

10
10
10
12
14
1�
22
10
10
10
12
10
10
10
10
10
12

13
13
13
13
13
13
13

5
5
5
5
5
5
5

5
5
5
5
5
5
5

3
3
3
3
3
3
3

5
5
5
5
5
5
5

5
5
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3

ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ

ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ

13
13
13
13
13
13
13

ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ

ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ

ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ
ʵ

6�� 3�5 6�5 3�5 6�5

6�� 3�5   6�5 3�5 4 6�5

൘ガラスのඪ४޻ࢪʢ+"44���ʣ
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ʢ+"44���ʣ޻ࢪɾน૷ガラスのඪ४ڸ
。をҾ用しています（ॻ1�・ガラス工事、200�೥12݄1೔ୈ�൛༷࢓೔本建築ֶձ・建築工事ඪ४）�น૷ガラスのඪ४施工にあたっては、+"44-1・ڸ

޻ͷ੾அͱՃڸ˔
性௿Լをおさえるために、おऔѻいの際ٱの耐ڸ。性が௿Լしますٱを੾அしたり、໘औりしたりするとΤοδ෦（ۜບ）が露ग़するため耐ڸ
にはԼهの事項にͭきましてご注意ください。
。のऔりѻいにあたっては、きれいなखାを使用し、ૉखでѻわないでくださいڸ�.1
。は、ਫなどが෇いたままのঢ়ଶで์ஔしないでくださいޙの੾அや໘औり加工ڸ�.2
�.�Τοδ෦（ۜບ）の保ޢのため੾அ、໘औり加工ޙは、すみやかに;ͪృり処理（थࢷίーςΟング、໦Ζうృりなど）をしていただくことを
ਪ঑いたします。

˔઀ணࡐͱ໨஍γʔルࡐ
1.�ϋΠミラーηϝμΠンスーパーまたはP04シール
ϋΠミラーηϝμΠンスーパーまたはP04シールをご利用ください。
઀ணࡐは200ὥҎ্ʗ1ڸm2౰り、かͭҰՕॴ౰り20ὥఔ度とします。

2.�྆໘೪ணςープ
྆໘೪ணςープはڸ・น૷ガラス໘積の1ʗ10Ҏ্とし、ް さは�mmまたは�mm。

�.�໨஍シールࡐ
ϋΠミラーηϝμΠンスーパー、P04シールまたはシϦίーンܥシーϦングࡐ。

˔྆໘೪ணςʔϓͷಛ௕
1.�ॳظ೪ண性に༏れ、ಉ࣌に௕ؒظにわたり安定したΫοション性、೪ண性をҡ࣋します。
2.�ॊೈ性に෋んだϑΥーϜを採用しているためඃணମのιϦやԜತにもよくなじみます。
�.�༏れた保࣋能ྗをൃشします。

ͷ͝஫ҙ্޻ࢪ˔
1.�྆໘೪ணςープは合板に෇ணしにくく࣪ؾにऑいので、ϋΠミラーηϝμΠンスーパーまたはP04シールとซ用してください。（྆໘೪ண
ςープはプラΠϚーృ෍が必ཁです。）

2.�シϦίーンܥシーϦングࡐを઀ணࡎとして使用する৔合はϋΠミラーηϝμΠンスーパーまたはP04シールをਪ঑します。
�.�ཪ໘保ޢృ૷とۚଐۚ۩が௚઀઀৮することがないようΫοションࡐをૠೖしてください。
�.�ガラスとԼ஍ࡐは�mmఔ度のۭ （ܺνϦ）を設けてください。
�.�Լ஍全ମの্࢓りਫ਼度のൣғは、2-ʗ 1000ҎԼ、かͭʶ�mmҎ಺にೲまるようにしてください。Մ能であれ͹ʶ�mmҎ಺が๬ましい。
�.�Լ஍がタΠルの৔合はਫચいをߦい、ͦ のޙに施工してください。（タΠルԼ஍はࢎચいすることがあります。）
�.�นࢴ、Ϋロスுり、レβーுりなどのԼ஍はྗ࣋ࢧがظ଴できないので、ガラスऔり෇け෦෼のนࢴなどをണがす必ཁがあります。
�.�しっくい、౔นなどのԼ஍΁のऔり෇けはආけてください。
9.�1ຕுり（઀ணߏ法）はཋࣨなど࣪ؾの多い৔ॴや、མԼした৔合にݥةな෦Ґでの使用はできません。1ຕுり（઀ண・ۚ ෺ซ用ߏ法）をご
採用ください。

用Մ࢖˓：
：̊ シーリングࡐがཪࢭめృບに௚઀に઀しないよう஫意がඞ

ཁ。また、高଱ٱ（ϋイϛラー %9ᶘ）࢓様のガラスڸの場合は
用Մ࢖

用不Մ࢖ ̫：

シリコーンܥシーリングࡐガラス
छྨ ୤ΦΩシムܕ ୤アルコールܕ ୤アセトンܕ ୤ਣܕࢎ

˚ ˓ ˓ ʷڸ

˓ ˓ ˓ ˓น૷ガラス

ˎ104シールはセϝダインג式ձࣾの商品です。
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˔֤छ޻ࢪ๏ผ࠷େੇ๏おΑͼํ࣋ࢧ๏

˔Լ஍ࡐͷબ୒

˔औΓ෇͚ڸඪ४޻ࢪ

大ੇ๏࠷ ओࡐ࣋ࢧ 補助ࡐ

น
૷
Ψ
ϥ
ε

ڸ
઀ணߏ๏ 0�5N2Ҏ下 ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは104シール（200ὥҎ上／N2）

1ຕுり ઀ணㅡ金෺ซ用ߏ๏ 2N2Ҏ下 受け金෺（ϐースまたはย௕νϟンωル）
ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは104シール（200ὥҎ上／N2）

࿈ଓஈੵΈுり ઀ணㅡӅし金෺ซ用ߏ๏ 3N2Ҏ下 ย௕νϟンωル・Ӆし金෺
ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは104シール（200ὥҎ上／N2）

大板࿈ଓுり ઀ணㅡ金෺ซ用ߏ๏ 5N2Ҏ下 ย௕νϟンωル（上下）
ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは104シール（200ὥҎ上／N2）

ఱҪுり ઀ணㅡ金෺ซ用ߏ๏ 600ʷ600NNまで ০り金෺・ϋットܕ・目地受金෺
ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは104シール（600ὥҎ上／N2）

྆面೪ணテープ
น૷ガラス・ڸ）
面ੵの1 ／ 10Ҏ
上）

1ຕுり

๏޻ࢪ

※3NҎ上の高さの大板ガラスは取り扱い上、6ϛリҎ上のްさのものを࢖うのが一ൠతです。

下地のฏ面ੑ ظ時޻ࢪ ઀ணߏ๏ ઀ண・金෺ซ用ߏ๏ ઀ணࡐとの関܎

଱ਫ合板࢓上げ ˓ 下地ޙ޻ࢪ、す͙ に
Մ能޻ࢪ ˓ ˓ ϋイϛラーセϝダインスーύーまたは

104 シールおよび྆面೪ணテープ

ੴߣϘード ˚ 下地ޙ޻ࢪ、す͙ に
Մ能޻ࢪ � ˓

྆面೪ணテープを用いてϋイϛラーセ
ϝダインスーύーまたは 104 シール
と受け金෺とのซ用

ガラスણҡڧԽ
ੴߣスラグ板 ˚ 下地ޙ޻ࢪ、す͙ に

Մ能޻ࢪ � ˓
྆面೪ணテープを用いてϋイϛラーセ
ϝダインスーύーまたは 104 シール
と受け金෺とのซ用

モルタル࢓上げ ʷ モルタルృ૷ޙ、
1 ϲ月のס૩ظ間をཁす。 � ˓

コンクリート
ଧ し์ ʷ コンクリートଧͪޙ、

2 ϲ月のס૩ظ間をཁす。 � ˓

モルタル・コンクリートはס૩ޙも
ਫすることがあるので、྆面೪ணٵ
テープと઀ணࡐは઀ணڧ౓が௿下す
る。ϋイϛラーセϝダインスーύー
または 104 シールと受け金෺との
ซ用

下地छྨ

※଱ਫ合板、ੴߣϘード౳は9NNҎ上のްさのものを࢖用してください。

両面粘着テープ

壁

ピース金具

鏡

ビス

クロロプレンゴム
ピース金具

両面粘着テープ

鏡裏面

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

鏡

両面粘着テープ

壁

鏡裏面

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

両面粘着テープ

˔1ຕுり（઀ணߏ๏）

˔1ຕுり（઀ண・金෺ซ用ߏ๏）

ʢ+"44���ʣ޻ࢪɾน૷ガラスのඪ४ڸ

ˎ104シールはセϝダインג式ձࣾの商品です。
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˔น໘޻ࢪ
。น૷ガラスをน໘に施工するデΟスプレΠデβΠンには、2ͭの方法があります・ڸ�.1
Ұຕのେきさをͦのままにੜかした「େ板ுり」と、࢛ 角ܗ、ଳܗ౳のܗに੾அして積み্͛て施工する「連ଓஈ積みுり」です。

2.�連ଓஈ積みுりする৔合、ө૾のΏがみやஈҧいがىこりやすいので、これを防͙ためԼ஍全ମの্࢓りਫ਼度をྑくし、໨஍合わせしながら
施工してください。

�.�໨஍෯は໨஍ࡐをॆర࣌�mmҎ্確保してください。
˔࿈ଓஈੵΈுり（઀ண・Ӆし金෺ซ用ߏ๏）

巾木

鏡・壁装ガラス
合板下地
胴縁

クロロプレンゴム

受金物片長チャンネル

両面粘着テープ

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

シリコーン系
シーリング材

両面粘着テープ

隠し金物

壁

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

˔大板࿈ଓுり（઀ண・金෺ซ用ߏ๏）

巾木

H
≦
30
00

両面接着テープ ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

天井仕上面
押金物片長チャンネル

鏡・壁装ガラス
ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

両面粘着テープ

合板下地

壁
胴縁

受金物片長チャンネル

シリコーン系シーリング材

クロロプレンゴム

押金物片長チャンネル

両面粘着テープ
合板下地

鏡・壁装ガラス

胴縁

ビス

セッティングブロック
（クロロプレンゴム）

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

受金物片長チャンネル
巾木

ʢ+"44���ʣ޻ࢪɾน૷ガラスのඪ४ڸ

ˎ104シールはセϝダインג式ձࣾの商品です。
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˔ఱҪ޻ࢪ
1.�ఱҪ施工は安全性をे෼にྀߟする必ཁがありますので、઀ணࡎ（ϋΠミラーηϝμΠンスーパーまたはP04シールŋ྆໘೪ணςープ）と
࢛प࿮ۚ෺（ย௕νϟンωルŋԡえۚ෺）、ϐースۚ෺、Ϗスۚ෺のいずれかとซ用してください。

2.�ఱҪߏ੒ࡐはガラスのॏྔをࢧえるे෼な強さが必ཁです。

˔ப޻ࢪר
1.�பר施工（またはग़۱施工）には、Լਤのような�छの方法があります。

˔ఱҪ޻ࢪ

ハイミラーセメダインスーパーまたはPOSシール

天井野縁 合板下地

片長チャンネル

鏡･壁装ガラス

押え金物
両面粘着テープ

押え金物

˔ப޻ࢪר

シリコーン系シーリング材

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール
両面粘着テープ

柱

モルタル仕上げ

鏡･壁装ガラス シリコーン系シーリング材

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール
両面粘着テープ

柱

モルタル仕上げ

鏡･壁装ガラス

ステンレス角材

シリコーン系シーリング材

ハイミラーセメダインスーパー
またはPOSシール

両面粘着テープ

柱

モルタル仕上げ

鏡･壁装ガラス

ステンレスコーナー金物

ʢ+"44���ʣ޻ࢪɾน૷ガラスのඪ४ڸ

ˎ104シールはセϝダインג式ձࣾの商品です。


	空白ページ



